<研究報告>肺結核の一新外科的療法,胸腔内充填術(〔第 4 部〕外科療法部) by 長石, 忠三 et al.
Title<研究報告>肺結核の一新外科的療法,胸腔内充填術(〔第 4部〕外科療法部)
Author(s)長石, 忠三; 辻, 周介; 美濃口, 玄; 久保, 克行; 高龜, 正治









々の正面図 と側面図とを比較する事によって心軸廻特の有無及び程度を知 り得る｡ 叉手術によって1定
演的に急激に圧迫が加わる他に､長期間中には濠出液qj瀦滑､ 虚脱肺の再膨脹等による影響 も認めら
れ る. 斯 くの如 く外科的肺虚脱療法を行 う場合には手術方法､手術量等によって差違はあるが､大凡
前述の如き心臓位置の変動並に心軸娼樽を招釆するから､ 手術に際しては一膝この事を考慮に入れる












(国 立 千 石 荘 病 院)
日本結核病学食俸24回絶食 (W.1'和24年4月) 演説抄録
日本 外 科 学食第49回絶食 (昭和24年5月) 演説抄録
肋膜外合成樹脂球充填術の研究に園芸連し､久 ･高亀は笹Jkの高分子化合物の重合物､例えば狭童の
合成樹脂に属するメチールメタク1)レ一 十の重合物､ポリビ.--ルアルコール ､ポ 1)塩化ゲイ-- )L､
ポ 1)酪酸ゲイ-- ル､ポl)スチロール､ポ1)エチレン､合成ゴム､ナイTlン､ア ミラン､贋轟の合成樹
打旨に属するセルロイド､ その他の高分子化合物を家鬼の皮下､筋肉内､肋膜外､胸腔円及び旗降内等
に充填 し､それ等の諸物質が組鎧に対して如何なる反臆を呈するか､ 又充填部位の異なるに従って組
絞反麿に如何なる差違が見出されるかに就て比較､検討しつ 1あったが ､ その間我Jkは高分子化合物





る肺結核患者4名に対 し､合成横距球を用いて胸陸内充填術を試みた｡ 手術方法は4例 ともに上背部法
をとり､縦に7cm乃至 15cmの皮膚切開を加え､ 舞Ⅲ,舞Ⅳ叉は舞Ⅴ肋骨の何れかを1本叉は2本夫















に比して史に肺病展に近接した部位に異物を入れたにも拘 らず､ 茎洞穿孔や結核性膿胸等を併発 した














鴨川室内に充填する方が よ へヽとの主張をなす ものではない｡ 胸腔内充填術はあくまで碁離胸陸を有する
場合にのみ行 うべきであり､ 肋膜癒潜の濃汎に捗る場合には肋膜外充填術を行 うべき事を念の篤申し
添 える｡ .
